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• SFRは銀河進化を理解する上で重要なパラメータ
• UV continuum は10-200MyrのSFを反映。直接的だが減光に弱い。
• Balmer輝線は3-10 Myrを反映。やはり（特にHβが）減光に弱い。
• 異なるtimescaleの指標を比較することで星形成史を推定可能。
• UV, Balmerでは減光による不定性が大きいのが難点。

• 近赤外なら減光の影響が小さく抑えられ、よりoptically-thickな領域に
対しても有効。

• z<0.287の32銀河についてPaβ輝線を使って比較検討：

SFR indicatorとしてのPaβの有用性
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• 左図：右下がりに見えるのは、low mass側ではburstier (>10Myr)

なSFによってPaβがupper limitになっているため？
• Low mass銀河ほどburstinessが高い (Guo+16)。
• Paβを前提とする本サンプルでは< 10MyrのSFに偏る。

• 中図：UV slope β大� UVがより減光されPaβ/UV比が増大。
�減光が強い銀河に対してPaβ SFRは有用。

• 多色測光カタログから�

• 24umが受かっていれば�

• HST G141分光から�

↑Hαとの比較
• Balmer decrementで減光補正
しても両者のSFRは一致しない。
� Balmer decrementでは減光
を過小評価している。

�水素輝線比の比較

• 多くのサンプルは（誤差
の範囲内で）既存の減光
曲線で説明可能。

• 上に大きく外れている3

つはBalmer decrement

が過小評価されているだ
ろう。

• 過小評価 (i.e., dusty) の
銀河はedge-on like 

(Figure 13)

• Paβ/Hαは良い減光指標

�stellar / nebular 減光比較
• Stellar と nebular 減光に相関が見られる。
• バラつきは大きいが概ね0.44で

consistent (?) (large diversityがあるとも)。
• 上に大きく外れているのはFig.11と同じ銀
河。ContinuumやBalmerがoptically thick。
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